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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成28年3月17日(2016.3.17)

【公開番号】特開2014-229227(P2014-229227A)
【公開日】平成26年12月8日(2014.12.8)
【年通号数】公開・登録公報2014-067
【出願番号】特願2013-110560(P2013-110560)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ   1/60     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ    1/60     ４５０Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成28年1月28日(2016.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　撮像素子３１からの１ライン目の画素データのリード後、わずかなブランクを挟み水平
同期信号のパルスが生成されると（タイミングｔ２）、２ライン目の画素データが、並列
化部１１で並列データとなり、図４のようなセンサ入力ＩＮ１～ＩＮ４としてＲＡＭ４１
にライトされる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　これに対して、第１の実施の形態の画像データ処理装置１０では、Ｎ×Ｎ個の記憶部１
２，１２ａ，１２ｂを用いて、前述したようなライト及びリードの制御を行うことで、デ
ータ破壊の発生を抑制できる。また、記憶部１２ａ，１２ｂ以外の大部分の記憶部１２に
１ポートＲＡＭを用いることができる。そのため、並列の画素データの並べ替え時のデー
タ破壊の発生を小規模な回路で抑制できる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　撮像装置５０は、撮像部６０、画像データ処理装置７０を有している。
　撮像部６０は、レンズや反射鏡などの撮像光学系６１、ＣＣＤ（Charge Coupled Devic
e）などである撮像素子６２、アンプやフィルタ、ＡＤＣ（Analog to Digital Converter
）などを含むアナログフロントエンド６３（図６ではＡＦＥと表記されている）を有する
。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　画像データ処理装置７０は、たとえば、ＩＳＰであり、ＣＰＵ（Central Processing U
nit）７１により各部が制御される。画像データ処理装置７０は、並列データ生成／処理
部７２、色処理部７３、他画像処理部７４、表示インターフェース（以下表示Ｉ／Ｆと表
記する）７５、メモリカードＩ／Ｆ７６、静止画コーデック部７７、ＤＭＡ（Direct Mem
ory Access）調停部７８、ＳＤＲＡＭ（Synchronous Dynamic Random Access Memory）コ
ントローラ７９を有している。また、並列データ生成／処理部７２、色処理部７３、他画
像処理部７４、表示Ｉ／Ｆ７５、メモリカードＩ／Ｆ７６、静止画コーデック部７７は、
ＤＭＡコントローラ７２ａ，７３ａ，７４ａ，７５ａ，７６ａ，７７ａを有しており、内
部バス８０に接続されている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　ＷＣＮＴカウント用レジスタ９１ｅは、比較部９１ｄがイネーブル信号をアサートする
ごとにカウント値ＷＣＮＴをインクリメントする。カウント値ＷＣＮＴは、ライトが行わ
れるＲＡＭを示す。また、ＷＣＮＴカウント用レジスタ９１ｅは、Ｎ回ライトアドレスＷ
ＡＤが閾値ＲＡＭＴＨに達すると１ライン分の書き込みが完了したことになるので、ライ
トイネーブル信号ＷＥＮをネゲートさせる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　読み出し制御部９２は、ＲＥＮ生成部９２ａ、タイミング調整用カウンタ９２ｂ、ＡＮ
Ｄ回路９２ｃ、ＲＡＤカウント用レジスタ９２ｄ、比較部９２ｅ、ＲＣＮＴカウント用レ
ジスタ９２ｆを有する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　ＲＣＮＴカウント用レジスタ９２ｆは、比較部９２ｅがイネーブル信号をアサートする
ごとにカウント値ＲＣＮＴをインクリメントする。カウント値ＲＣＮＴは、リードが行わ
れるＲＡＭを示す。また、ＲＣＮＴ用レジスタ９２ｆは、Ｎ回、リードアドレスＲＡＤが
閾値ＲＡＭＴＨに達すると読み出しが完了したことになるので、リードイネーブル信号Ｒ
ＥＮをネゲートさせる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　入力信号制御部９０ｂは、ＳＴＡＴＥカウント用レジスタ９１ａの３ビットのカウント
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値ＳＴＡＴＥを入力する。また、入力信号制御部９０ｂは、ＷＣＮＴカウント用レジスタ
９１ｅの２ビットのカウント値ＷＣＮＴ、ＲＣＮＴカウント用レジスタ９２ｆの２ビット
のカウント値ＲＣＮＴ、ライトイネーブル信号ＷＥＮ、リードイネーブル信号ＲＥＮを入
力する。入力信号制御部９０ｂは、これらの信号をもとに、それぞれ４ビットの、ライト
用の列選択信号ＷＳＥＬ＿Ｃ、行選択信号ＷＳＥＬ＿Ｌ、リード用の列選択信号ＲＳＥＬ
＿Ｃ、行選択信号ＲＳＥＬ＿Ｌを生成して出力する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６９】
　たとえば、カウント値ＳＴＡＴＥが“００１”のときは、ライト用の列選択信号ＷＳＥ
Ｌ＿Ｃは“１０００”、行選択信号ＷＳＥＬ＿Ｌは、カウント値ＷＣＮＴとなる。また、
リード用の列選択信号ＲＳＥＬ＿Ｃは、カウント値ＲＣＮＴ、行選択信号ＲＳＥＬ＿Ｌ“
１１１１”となる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　ＲＡＭＩ／Ｆ１２０は、ＡＮＤ回路１２１，１２２、ＯＲ回路１２３、インバータ回路
１２４、ビット連結回路１２５、選択回路１２６を有している。
　ＡＮＤ回路１２１の２つの入力端子には、ライト用の列選択信号ＷＳＥＬ＿Ｃと行選択
信号ＷＳＥＬ＿Ｌが入力される。ＡＮＤ回路１２２の２つの入力端子には、リード用の列
選択信号ＲＳＥＬ＿Ｃと行選択信号ＲＳＥＬ＿Ｌが入力される。ＯＲ回路１２３の２つの
入力端子には、ＡＮＤ回路１２１，１２２の出力信号が入力され、ＯＲ回路１２３の出力
信号は、ＲＡＭ１００のチップイネーブル端子ＣＥに入力される。インバータ回路１２４
には、ＡＮＤ回路１２１の出力信号が入力され、インバータ回路１２４の出力信号は、Ｒ
ＡＭ１００のライトイネーブル端子ＷＥに入力される。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
　ビット連結回路１２５は、ＡＮＤ回路１２１，１２２の出力信号を連結して２ビットの
選択信号を選択回路１２６に供給する。選択回路１２６は、ライトアドレスＷＡＤとリー
ドアドレスＲＡＤと値“０”を入力し、入力される選択信号が“１０”のときにはライト
アドレスＷＡＤを出力し、選択信号が“０１”のときにはリードアドレスＲＡＤを出力す
る。また、選択回路１２６は、選択信号が“１０”，“０１”以外の値ｄｅｆのときには
、“０”を出力する。選択回路１２６の出力信号は、ＲＡＭ１００のアドレス端子ＩＡに
入力される。その他、ＲＡＭ１００のクロック端子ＣＫには、図示しないクロック供給部
からのクロックＳＲＯＣＬＫが入力され、ライトデータ入力端子Ｉには、入力データＤＩ
が入力される。また、ＲＡＭ１００のリードデータ出力端子Ａから読み出されたリードデ
ータは、出力信号制御部９０ｃに供給される。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
　一方、４行目のＲＡＭ１１２～１１５に対するライトが完了し、次に、タイミングｔ２
０において、水平同期信号のパルスが生成されると、９ライン目の画素データが、リード
が完了した１列目のＲＡＭ１００，１０４，１０８，１１２に順にライトされる。つまり
、ライトされるＲＡＭの選択方向が、行方向から列方向に変わる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２６】
　ＲＡＭに関してはプロセスによりサイズが異なるが、一例として６５ｎｍテクノロジー
、水平方向最大サイズ＝６７８４画素、１画素＝１４ビットとしたとき、１ライン分の１
Ｒ１Ｗの容量は７Ｍバイトである。たとえば、２並列処理を行う場合に、２ライン分の１
Ｒ１ＷのＲＡＭを用いると、７×２＝１４Ｍバイトの容量となる。４並列処理を行う場合
に、データ破壊を回避するために、６ライン分の画素データを保持するように、１Ｒ１Ｗ
のＲＡＭを６つ使用すると、７×６＝４２Ｍバイトの容量となる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２７】
　これに対し、本実施の形態の画像データ処理装置７０において４並列処理を行う場合、
ＲＡＭ１００～１１５は、それぞれ１／４ライン分の画素データを保持し、容量は１Ｒ１
ＷのＲＡＭで１．７Ｍバイト、１ＲＷのＲＡＭで０．９Ｍバイトとなる。前述したように
１６個のＲＡＭ１００～１１５のうち、ＲＡＭ１０３，１１２以外は、１ＲＷのＲＡＭを
適用できるので、トータルの容量は、１．７×２＋０．９×１４＝１６Ｍバイトとなる。
このように、１Ｒ１ＷのＲＡＭを６つ使用する場合よりも大幅に、ＲＡＭ容量を削減でき
、面積を小さくすることができる。また、２並列処理を行うために、２ライン分の１Ｒ１
ＷのＲＡＭを使う場合に対しても、４並列処理を行っても、本実施の形態の画像データ処
理装置７０によれば１４％の容量増加に抑えることができる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１１】

【手続補正１６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１２】

【手続補正１７】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１９】
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